
 

 

 

 

令和６年度 

森林・林業技術交流発表会 

発表要旨集 

日 時：令和７年１月 28 日(火)～１月 29 日(水) 

場 所：東北森林管理局 ２階 大会議室 

 

林野庁東北森林管理局



 

i  

目       次 

○ 新しい収穫調査法（ルート調査方式）の普及に向けた考察 

（岩手北部森林管理署、技術普及課：森林技術） ·························· １ 

 

 

○ 海岸林の植栽本数について 

（庄内森林管理署：森林技術） ·········································· ２ 

 

 

○ 東北局における新たな販売方法「直送システム」の取組について 

（秋田森林管理署：森林技術） ·········································· ３ 

 

 

○ 出前講座による民有林支援の取組について 

（秋田森林管理署湯沢支署：森林ふれあい・地域連携） ···················· ４ 

 

 

○ 西北地域における松くい虫被害対策について（地域とともに） 

（青森県西北地域県民局地域農林水産部：森林ふれあい・地域連携） ········ ５ 

 

 

○ 才治沼実習林黒炭窯における炭焼きマニュアルの作成 

（東北農林専門職大学附属農林大学校：森林ふれあい・地域連携） ·········· ６ 

 

 

○ 旧薪炭共用林野を活用するには？ ～利用可能な広葉樹資源の抽出～ 

（山形森林管理署最上支署：森林技術） ·································· ７ 

 

 

○ 放置竹林問題解消を目指したメンマづくりに関する取組 

（宮城県気仙沼地方振興事務所林業振興部：森林ふれあい・地域連携） ······ ８ 

 

 

○ 荒雄川民有林直轄治山事業を振り返る～記録の保存と施設管理～ 

（宮城県北部地方振興事務所林業振興部：森林技術） ······················ ９ 

 

○ 治山工事における作業ヤードの確保について 

（宮城県気仙沼地方振興事務所林業振興部：森林技術） ···················· 10 

 

 



 

ii  

○ １種林道の活用による木材運搬効率の改善と製品販売への影響について 

（仙台森林管理署：森林技術） ·········································· 11 

 

 

○ 下刈の省力化に向けた取組～筋刈の効果的運用の検証～ 

（岩手南部森林管理署：森林技術） ······································ 12 

 

 

○ 置賜式下刈りイラーズについて（検証結果と展望） 

（置賜森林管理署：森林技術） ·········································· 13 

 

 

○ わが署における簡易架線を使用した森林整備の一考察（保育間伐編） 

（三陸北部森林管理署：森林技術） ······································ 14 

 

 

○ 七座山スギ天然林の林分構造と 11年間の動態 

（秋田県立大学生物資源科学部：森林保全） ······························ 15 

 

 

○ 天然更新モデル林の現状について 

（三陸北部森林管理署久慈支署：森林保全） ······························ 16 

 

 

○ 早生樹（ユリノキ）の更新特性等と需給実態について 

（森林技術・支援センター：森林技術） ·································· 17 

 

 

○ ヒバ択伐施業から見るヒバ人工林施業への光 

（津軽森林管理署金木支署：森林技術） ·································· 18 

 

 

○ オオシラビソ林よ、甦れ 

～山形蔵王における虫害からの再生への取組～ 

（山形森林管理署：森林保全） ·········································· 19 

 

 

○ ＵＡＶを活用した「的確な更新が認められる区域」の設定における業務効率化の

提案 

（下北森林管理署：森林技術） ·········································· 20 

 



 

iii  

 

○ 航空レーザデータ どう使う？ 

（岩手南部森林管理署遠野支署：森林技術） ······························ 21 

 

 

○ 二次元バーコードを活用した木材の価値向上への取組 

（米代東部森林管理署：森林技術） ······································ 22 

 

 

○ 国有林の巨木を活用した地域振興への貢献 

～白神山地のシンボル「マザーツリー」の枯死から後継木の選定・発表まで～ 

（津軽森林管理署：森林ふれあい・地域連携） ···························· 23 

 

 

○ 地形データを用いた史跡の検証 ～遠野物語をたずねて～ 

（三陸中部森林管理署：森林保全） ······································ 24 

 

 

○ 「平成 20年岩手・宮城内陸地震」被災地における植樹活動 

（宮城北部森林管理署：森林ふれあい・地域連携） ························ 25 

 

 

○ 冬期間の白神山地周辺での低密度下における二ホンジカに対する誘引物の効果に

ついて 

（津軽白神森林生態系保全センター：森林保全） ·························· 26 

 

 

○ ウルシから学んだもの 

（青森県立五所川原農林高等学校：中学・高等学校） ······················ 27 

 

 

○ 山形県置賜地域におけるクマハギ被害の現状と被害対策資材の比較検討 

（山形県置賜総合支庁森林整備課：森林保全） ···························· 28 

 

 

○ ツキノワグマはヒトとの接近リスクを冒してまでスギ形成層を食べたいのか？ 

～クマ剥ぎ発生初期におけるラジオを用いた検証～ 

（藤里森林生態系保全センター、米代西部森林管理署：森林保全） ·········· 29 

 

 

 



 

iv  

 

【特別講演】 

○ ツキノワグマの出没増加の背景 

森林総合研究所東北支所 チーム長（動物生態遺伝担当）大西 尚樹 ········ 30 



 

 

  

    

     

  

    

   

   

  

 

  

 

  

 

  

 

 

-1-



 

 

              

      

      

   

  

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

-2-



 

 

  

    

          

    

    

    

   

    

   

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

-3-



 

 

  

    

      

         

        

    

   

  

 

 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 

 

-4-



 

 

   

  

   

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

    

 

   

   

  

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

  

 

-5-



 

 

  

  

   

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

     

    

    

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

-6-



 

 

  

   

    

    

 

    

   

  

 

  

 

  

 

 

  

 

   

-7-



 

 

   

  

   

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

-8-



 

 

  

  

   

  

  

 

  

  

 

  

  

 

  

 

  

  

 

 

-9-



 

 

   

  

   

  

 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

-10-



 

 

  

    

      

         

     

   

    

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

-11-



 

 

  

    

      

        

     

    

   

  

 

 

 

  

 

 

 
 

  

 

  

 
 

 
 

 
 

 

  

 

 
 

 
 

 
 

-12-



 

 

 

  

  

    

       

    

   

   

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 
 

 

  

 

 

  

 

-13-



 

 

  

     

      

        

     

  

 

    

   

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

-14-



 

 

   

  

     

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

-15-



 

 

  

    

        

          

    

   

  

  

 

  

 

 

  

  

   

     

     

     

     

     

     

 

  

 

 

-16-



 

発表要旨 

所属 森林技術・支援センター 

課 題 名 早生樹（ユリノキ）の更新特性等と需給実態について 

発 表 者 新岡
にいおか

 暁
さとる

（森林技術普及専門官） 

チーム員 岡本
おかもと

 英
ひで

朗
あき

(業務係長) 

チームリーダー 新岡
にいおか

 暁
さとる

（森林技術普及専門官）  

アドバイザー 本間
ほんま

 家
いえ

正
まさ

(所長) 

１ はじめに 

 令和 2 年度までの 5 年間でユリノキの成長特性等について検証したところ、造林樹種

としての実用化へ向けては、更なる検証が必要となることが確認され、多雪・寒冷な林地

での植栽例が少ないことから、基盤となるデータの蓄積が課題となっています。また、実

用化へ向けては、需要の創出や拡大が前提となるため、需給実態等の調査を行い、木材と

しての利用の可能性を評価し、東北地方への導入へ向けた検証を行いました。 

２ 取組・研究方法 

 調査方法は、積雪量の異なる秋田県北秋田市と岩手県田野畑村に植栽試験地を設定し、

成長特性を比較しました。また、更新特性を評価するため、青森県青森市、平内町、岩手

県滝沢市の試験地で、萌芽枝の成長量調査や実生個体の探索を行い、青森市の試験地では

種子の落下量と飛散距離を検証しました。それ以外にも市場や製材所への需給実態の聞き

取り調査やユリノキの新植試験地を 7 箇所設定し、成長量調査を行いました。 

３ 結果 

 ユリノキは対象木として植栽したヤマハンノキ等と比較した場合においても良好な成長

を示し、隣接地のカラマツと比較すると 9 成長期後では 312.3cm 高い樹高となり、生存

率においても 85％以上と高い生存率となり、下刈回数は 1 から 2 回となりました。萌芽

枝の調査では、光環境が悪い調査地では成長が停滞し、試験地周辺では実生による更新は

確認できず、飛散距離については目視で 92ｍとなりました。需給実態については、製材

所等への聞き取りにおいて、家具材や造作材への利用が中心となっていました。 

４ 考察・結論 

 多雪・寒冷な東北地方の林地においても優れた成長を示すことが確認され、下刈回数が

1・2 回でも順調に成長を続けていることから下刈の省力化が可能と考えられます。萌芽

枝については光環境が悪い箇所では成長の停滞が見られ、周辺森林への影響ついては、種

子の飛散距離や落下量が多いことから今後も継続した調査が必要と考えられます。また、

需給実態については、聞き取り調査でユリノキ材は家具材等への利用が中心となっている

ことが確認されたため、東北地方においても家具材等への利用の可能性を調査していきた

いと考えています。新植試験については、被圧による影響が確認され、競合植生との判別

が難しいことから下刈の際には誤伐に注意する必要があると考えられます。 

 今後は、植栽密度や下刈省力化の影響、植栽地域による違いを調査し、萌芽枝の成長や

発芽率についても調査を続け、周辺森林への影響やユリノキ材の需給実態を調査し、ユリ

ノキの造林樹種としての利用の可能性を検討していきたいと考えています。 
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発表要旨 

所属 津軽森林管理署金木支署 

課 題 名 ヒバ択伐施業から見るヒバ人工林施業への光 

発 表 者  松江
ま つ え

 倫代
と も よ

（主任主事（森林育成・森林ふれあい担当）） 

チーム員  奈良
な ら

 真
しん

吾
ご

（主任森林整備官（経営・資源活用担当）） 

新谷
あ ら や

 浩
こう

誠
せい

（主任森林整備官（森林育成・森林ふれあい担当）） 

チームリーダー 松橋
まつはし

 良之
よしゆき

（総括森林整備官）  

アドバイザー 髙
たか

橋
はし

 毅
たけし

（支署長） 

１ はじめに 

青森県内のヒバ天然林では資源の減少と劣化が進んでおり、金木支署において昭和 57

年度に集材機によりヒバ天然林（以下、天然林箇所という）を魚骨集材した林分が、どの

ように回復しているかを検証しました。 

本箇所は、平成 11年度の調査で十分なヒバ稚樹が認められ良好に生長していることが

報告されており、伐採から 42年経過したヒバ稚樹の生長量を調査しました。 

また、近隣の 17 年生ヒバ人工林（以下、人工林箇所という）において、苗木からの生

長量を調査し、造林保育作業の必要性について考察しました。 

２ 取組・研究方法 

（１）天然林箇所及び人工林箇所におけるヒバ等の生長を比較するため、プロット（北向

き斜面、南向き斜面、それぞれ１箇所ずつ 10ｍ×10ｍ）を設定しました。 

（２）調査内容は、ヒバと広葉樹の本数、樹高、直径を測定し混交割合を算出しました。 

（３）人工林箇所の施業履歴から造林保育作業の経費を算出し、天然林箇所はヒバの特性

等を考慮した造林保育作業を実施した場合の経費を算出し比較しました。 

３ 結果 

（１）ヒバと広葉樹の混交割合は、天然林箇所で 35％、65％、人工林箇所では 31％、

69％となりました。ヒバの平均直径と平均樹高は、天然林箇所で 5.0cm、3.2m、人工林箇

所で 5.0cm、4.6m となり、造林保育作業を実施していない天然林箇所では、広葉樹の侵入

によりヒバへの光環境が悪化し、樹高、直径の生長を阻害していることが分かりました。 

（２）ヒバの生長を平均樹高で比較すると、天然林箇所は 25年間で 2.5ｍ、人工林箇所

は 16年間で 4.2m 生長していることが分かりました。 

（３）ha当たりの保育経費は、地拵（天然林箇所は天下Ⅰ類）、植付（人工林箇所にヒ

バコンテナ苗）、下刈６回、除伐２回で直接経費を試算したところ、天然林箇所は約 260

万円、人工林箇所は約 280万円と差がない結果でした。 

４ 考察・結論 

今後、ヒバ森林資源の充実や質的向上を図る上で、ヒバ択伐施業実施後の林分において

造林保育作業による光環境の改善や現況把握を実施するとともに、ヒバ人工林施業のサン

プル数を増やし、天然林や人工林それぞれの魅力や可能性を追求し、引き続き調査しなが

ら取り組んでいきたいと思います。 
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発表要旨 

所属 山形森林管理署 

課 題 名 オオシラビソ林よ、甦れ ～山形蔵王における虫害からの再生への取組～ 

発 表 者  乙部
お と べ

 隼人
は や と

（主事（治山担当）） 

      五十嵐
い が ら し

 伸
しん

哉
や

（主任森林整備官（経営・ふれあい担当）） 

チーム員  乙部
お と べ

 隼人
は や と

（主事（治山担当））                    

チームリーダー 五十嵐
い が ら し

 伸
しん

哉
や

（主任森林整備官（経営・ふれあい担当））  

アドバイザー 添谷
そ え や

 稔
みのる

（署長） 

１ はじめに 

蔵王のオオシラビソは冬に樹氷を形成することから観光資源としても重要です。しかし

平成 25年より発生した虫害により、地蔵山頂周辺(以下「劇害地」という。)を中心に集

団で枯死したため再生を望む声が多く聞かれました。 

山形森林管理署では、被害状況の把握とともに、平成 27年度よりオオシラビソ林の再

生活動に取り組んで来ましたので現時点までの結果について発表します。 

２ 取組・研究方法 

オオシラビソ林の再生に向けて、以下の３点に取り組みました。 

① 自生稚樹の劇害地への移植(R1～) 

標高 1,600m付近で自生稚樹の劇害地への移植(計 277本)を行い、成長量や枯損・折

損状況を毎年調査しました。 

②オオシラビソ種子採取及び播種(H27～) 

オオシラビソ種子の採取及び現地での播種試験(標高 1400ｍ及び 1670ｍの 2地点)に

取り組みました。 

③自生稚樹の成長促進のためのササの刈払い効果の検討(H29～) 

ササ刈払い区(3箇所、約 10m3)、未刈払い区(5箇所、約 10m3)において、自生稚樹

の成長量調査を行いました。 

３ 結果 

①劇害地に移植した自生稚樹の生存率は 94％でした。秋植えの稚樹は春・夏植えと比

べて成長量が少ない傾向がみられました。 

②播種後の生存率は標高 1400m(播種年 H29～R6)で 3％、標高 1670ｍ(播種年 R7)で

16%でした。また、移植可能な樹高となるまで最低でも 6年程度かかりました。 

③ササ刈払い・未刈払い比較調査の結果、枯死率に大きな差はないものの、刈払い区の

方が未刈払い区よりも成長量が大きくなりました。 

４ 考察・結論 

①劇害地に移植した稚樹は高い生存率を示していることから再生手法として有望と考

え、現在では樹氷復活県民会議の活動に引き継がれています。 

②播種による苗木育成は①に比べ時間を要しますが、育成は可能と考えられました。 

③自治体等が現在実施しているササの刈払い活動は被圧されたオオシラビソ稚樹の成長

促進効果が期待できるのではないかと考えられました。 
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発表要旨 

所属 下北森林管理署 

課 題 名：UAVを活用した「的確な更新が認められる区域」の設定における業務効率化

の提案 

発 表 者：三上
み か み

 和馬
か ず ま

（森林整備官（森林育成担当）） 

松田
ま つ だ

 悠吏
ゆ う り

（地域技術官（森林育成担当）） 

     安達
あ だ ち

 昂
こう

太
た

（主事（資源活用担当）） 

チームリーダー：安達
あ だ ち

 昂
こう

太
た

（主事（資源活用担当）） 

アドバイザー：畑中
はたなか

 賢
たか

幸
ゆき

（森林技術指導官） 

１ はじめに 

 「的確な更新が認められる区域」（以下、「的確な…」）の設定要領によると、区域の

設定には主伐跡地の 1.現地踏査、2.オルソ画像作成、3.QGISを用いて面積計測、及び、

プロットの位置設定、4.現地でプロット位置を再現し本数調査、等の複数の段階が必要で

す。しかし、複数回の外業に加え調査結果をまとめる内業が必要であるなど、設定の可否

を判断するためには長期間を要することから「的確な…」の設定は進んでいない状況で

す。そのため、UAVを活用することで「的確な…」の設定に係る省力化ができないか検

討しました。 

２ 取組・研究方法 

 対象地は当署管内の 4 つの小班で、それぞれ 1 ヶ所ずつ 0.01haのプロットを作成し、

①現地で実際にプロット調査を行い天然稚幼樹の本数等を確認、②対地高度 50ｍで撮影

を行い、高解像度オルソ画像を作成しその画像から稚幼樹の本数を確認、③プロットが画

角に収まるよう低高度で空中写真を撮影し、その写真から本数を確認しました。 

①の結果と②、③の結果を比較し実際に業務の省力化できないか検証しました。 

UAV調査には AUTEL 社の EVOⅡを用い、オルソ画像作成には Agisoft 社の

Metashapeを用いました。 

３ 結果 

①現地プロット調査の結果、天然稚幼樹の平均本数は 22本でした。 

②高解像度オルソ画像からの判読の結果、オルソ画像作成までの処理時間に約 6時間

以上時間が必要なことに加えて、現地調査との誤差が－8本のプロットもありオルソ画

像からの判読は困難であることが分かりました。 

 ③空中写真からの判読の結果、現地調査との平均誤差は約－3本でした。よって、空中

写真からの判読は、今回の調査では条件調査として許容できるものと考えます。 

４ 考察・結論 

 オルソ画像から稚幼樹の本数を判読することは困難ですが、空中写真から判読を行うこ

とで現地調査の省力化の可能性が示唆されました。 

ただし、プロット箇所の条件によっては誤差が大きくなる可能性があります。そのた

め、今後も様々な条件下で調査を進めていく必要があると考えます。 
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発表要旨 

所属 岩手南部森林管理署遠野支署 

課 題 名  航空レーザデータ どう使う？ 

発 表 者  佐野
さ の

 智一
ともかず

（総括森林整備官） 

小柳
こやなぎ

 聖
せい

弥
や

（主事（経営・育成担当）） 

吉永
よしなが

 雄
たか

弘
ひろ

（主事（資源活用担当））  

チーム員  遠藤
えんどう

 祥五
しょうご

（森林情報管理官）、齊藤
さいとう

 悠
ゆう

都
と

（業務グループ） 

チームリーダー 佐野
さ の

 智一
ともかず

（総括森林整備官） 

アドバイザー 加藤
か と う

 重義
しげよし

（支署長） 

１ はじめに 

近年、収穫調査を効率的に実施するため、従来の実地踏査に加えてリモートセンシング

技術の活用が期待されています。その中でも、航空レーザ測量データ（以下、「レーザデ

ータ」とします。）については、林野庁が令和３年に手順書を作成しており、今後レーザ

データを用いて立木販売及び製品生産事業を実行することも予想されます。そこで、レー

ザデータの活用方法を検討することにしました。 

２ 取組・研究方法 

 遠野支署では、令和５年度からレーザデータの取得を始めました。そこで、令和６年

度、レーザデータが存在する林小班のうち、既に立木公売落札者が決定し、かつ伐採作業

に未着手の林小班を検索し、検討対象林小班としました。 

 検討対象林小班について、①現地で行った収穫調査結果②森林調査簿③レーザデータを

抽出し、また、④立木販売購入者の現物熟覧による推定値を聞取調査し、これらを比較し

ました。その後、航空写真等によりレーザデータの明らかな誤りを修正する方法を検討

し、試行しました。 

加えて、レーザデータの活用事例に関する勉強会を開催し、遠野市内の林務関係者で、

情報交換を行いました。 

３ 結果 

各種調査結果を比較することで、レーザデータには、樹種の違いが存在する場合がある

ことが分かりました。また、これを修正する方法を確認しました。 

 また、勉強会において、樹種の違いだけでなく、胸高直径のエラー値の排除、近接する

樹頂点の削除が必要という知見を確認しました。 

４ 考察・結論 

現在、立木公売については、公告資料の確認と公告対象の現地熟覧を経て、希望者に入

札へ参加いただいています。今後は、公告資料にレーザデータも加えて、入札参加者へレ

ーザデータの有用性について、聞き取り調査を実施する予定です。また、製品生産事業箇

所について、現地で行った収穫調査結果とレーザデータを比較することで、レーザの特性

や検証も行う予定です。この取組をとおして、レーザデータの活用に向けて取り組むこと

としております。 
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発表要旨 

所属 米代東部森林管理署 

課 題 名 二次元バーコードを活用した木材の価値向上への取組 

発 表 者  利光
としみつ

 顕史
け ん じ

（主事（資源活用担当）） 

チーム員  石川
いしかわ

 敏
さとし

（主任森林整備官（資源活用担当））、 

鈴木
す ず き

 彩子
さ や こ

（森林整備官（資源活用担当））、 

川浪
かわなみ

 利
り

公
く

（主事（経営担当））、加藤
か と う

 美
み

月
づき

（主事（管理担当））、 

栗木
く り き

 陸
りく

（主事（資源活用担当）） 

チームリーダー 大水
おおみず

 香澄
か す み

（森林情報管理官）  

アドバイザー 工藤
く ど う

 陽一
よういち

（総括森林整備官） 

１ はじめに 

当署では、天然秋田杉の代替需要を見据えて 80 年生以上で良質な秋田杉のうち、一定

の基準を満たす高齢級秋田杉を「○高○国（まるこうまるこく）」と設定し、高品質ブラン

ド材として計画的に販売しています。しかし、現在供給している高齢級秋田杉は、材価や

品質等において天然秋田杉のブランド力には追いついていない状況にあります。そこで、

本研究では二次元バーコードを利用して○高○国 の丸太に産地等の情報を付加することで、

ブランド価値向上を目指しました。 

２ 取組・研究方法 

 令和６年度に秋田原木市場、秋田県銘木センター、南東北木材の３つの委託問屋に出品

した○高○国 の丸太に、産出地等の情報を載せた二次元バーコードを添付しました。丸太

購入業者を中心に、二次元バーコードによる付加価値の可能性と、丸太の購入に必要な情

報や掲載内容の感想等についてアンケート調査及び聞取り調査を行いました。 

３ 結果 

 アンケートの結果、回答者の半数が二次元バーコードの情報が丸太の購入意欲と自社製

品の価値向上につながると回答をしました。その反面、聞き取り調査では伐採直後の新鮮

な木口の写真や出材までの期間等、掲載していない情報の要望がありました。また、丸太

の品質を見て購入の判断をするため、二次元バーコードの情報を閲覧しなかったという意

見もありました。 

４ 考察・結論 

二次元バーコード利用による情報添付は購入意欲を一部促すことができましたが、今回

添付した情報では木材価格には大きく影響しないことが推測されました。また、本調査で

は取材対象を木材加工や木材流通業者等に限定したことから、丸太の品質を重視した見方

が多く見受けられ、今回の添付情報にあった産地や背景への注目は少なくなったことが考

えられます。今後はエンドユーザーまで調査範囲を広げ、本調査から得られた情報を追加

することで、さらなるブランド価値を向上する試みに取り組んでいきます。 
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発表要旨 

所属 津軽森林管理署 

課 題 名 国有林の巨木を活用した地域振興への貢献 

～白神山地のシンボル「マザーツリー」の枯死から後継木の選定・発表まで～ 

発 表 者  武田
た け だ

 航史
こ う し

 （主事（経営・森林ふれあい担当）） 

      猪股
いのまた

 龍
たつ

希
き

 （一般職員（森林育成・森林ふれあい担当）） 

チーム員  安藤
あんどう

 宏明
ひろあき

 （相馬森林事務所森林官補） 

チームリーダー 吉川
よしかわ

 浩人
ひ ろ と

（森林技術指導官）  

アドバイザー 佐藤
さ と う

 智一
ともかず

（署長） 

１ はじめに 

 白神山地の象徴的な存在として親しまれてきたブナの巨木「マザーツリー」は樹勢の衰

えがみられ、2018年の台風により幹が折損し、さらに 2023年に急激な樹勢の衰えが確

認されたことから、2024 年５月に樹木医による調査を行ったところ芽吹きがなく、枯死

と診断されました。アクセス道の冬季通行止め解除前にその旨プレスリリースしたところ

多くのメディアで取り上げられ、大きな反響がありました。 

２ 取組方法 

 枯死したことを受け、国有林として引き続き地域振興に寄与するため、新たなシンボル

ツリーの選定を地元西目屋村へ提案したところ、村からは、今後の観光資源となるよう是

非とも選定して欲しいとの回答がありました。そこで、地元のガイド団体等関係者からも

情報収集しつつ、アクセスの良さ等も考慮して後継シンボルツリーを選定しました。 

また、マザーツリー枯死発表時の反響の大きさを踏まえ、呼称は一般から公募すること

としました。具体の場所は図示せず、ポスターやチラシを作成のうえプレスリリースを実

施しました。応募用紙での提出については村の協力を得て村内３箇所の観光施設に応募箱

を設置するとともに、西目屋小学校の高学年児童にも応募を呼びかけました。また電子メ

ールでの応募もできる形にしたところ応募総数は 192件にのぼりました。 

３ 結果 

応募があった呼称を元に村長と当署署長との協議により「白神いざないツリー」と決定

し、10月に報道機関も入れたレク森の協議会で発表のうえ現地も案内したところ、夕方

の県内テレビにてトップニュースで放送されるなど注目度の高さが窺われました。 

４ 考察 

シンボルツリーの枯死から後継木の発表は、アクセス道の通行止め等の制約から逆算し

たスケジュール管理を行うとともに、節目ごとに積極的に情報発信して注目を高めるメデ

ィア戦略を展開しました。また、当署はフィールドを管理する立場として、根の踏圧防止

のため迂回歩道を整備するとともに、暫定的な案内サインを設置しました。恒久的な案内

看板等は来年度整備予定です。地元の行政機関や観光関係の団体に対しては、各機関作成

の案内マップ等への反映や、新シンボル「白神いざないツリー」の積極的な活用・PRを

お願いしました。今後も村をはじめ地元の関係機関と協力・連携し、森林サービス産業の

コンテンツの一つとして育て上げていきたいと考えています。 
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発表要旨 

所属 三陸中部森林管理署 

課 題 名 地形データを用いた史跡の検証 ～遠野物語をたずねて～ 

発 表 者    佐々木
さ さ き

 慎
しん

平
ぺい

（事務管理官（総務・管理担当）） 

チームリーダー 高橋
たかはし

 博
ひろ

孝
たか

 （首席森林官（大槌・栗橋担当区）） 

チーム員    西山
にしやま

 実
み

咲
さき

 （森林情報管理官） 

アドバイザー 松本
まつもと

 直
なお

輝
き

 （総括森林整備官） 

１ はじめに 

江戸時代、旧橋野村（現釜石市橋野町）は、遠野と三陸沿岸を結ぶ笛吹街道の要衝とし

て人馬の往来が盛んでした。また、砂鉄を豊富に含む地質であること、森林資源が豊富で

あることから、製鉄の適地として、たたら製鉄が広く行われていました。幕末から明治期

には近代製鉄の先駆けとして橋野鉄鉱山が操業し、平成 27 年、日本の近代化において重

要な役割を果たした「明治日本の産業革命遺産」の構成資産の一つとして、世界遺産に登

録されました。構成資産を含む周辺国有林は「橋野鉄鉱山郷土の森」として、釜石市と連

携を図りながら、世界遺産及び景観の保全を最優先とした管理経営を行うこととしていま

す。本研究では、当該地域の文化的価値の保全と調和した森林施業を行うことを目的に、

柳田國男「遠野物語」（93話「山の神」５話「山男」）の背景を探ることで、地理的及

び文化的検証を行いました。 

２ 取組・研究方法 

 現在、笛吹街道は廃道化しており、たたら製鉄については、資料がほとんどない状況で

す。このため、文献調査、現地調査及び地域住民への聞き取りにより、笛吹街道及びたた

ら製鉄跡地と思われる箇所を確認し、GPS機器及び森林 3次元計測システムを用いて地形

を分析しました。また、釜石市と情報共有し、今後の保全方法の検討を行いました。 

３ 結果 

 笛吹街道について、GPSで位置情報を取得し、深い切通しでつくられた道形や、塚な

ど、その特徴的な地形をデータ化・可視化し、山の神が出現したと思われる地点をおおよ

そ特定することができました。また、橋野第一国有林 379と小班について、地形分析結果

を釜石市と共有し現地確認したところ、周辺状況や地形からたたら製鉄跡地である可能性

が高いことが分かりました。当該地域で、近代製鉄以前に行われたたたら製鉄の形跡が確

認されることは、製鉄の歴史的観点から重要であることから、今後、釜石市で必要な調査

を検討することとしています。 

４ 考察・結論 

「遠野物語」は実在した人物が特定の場所で体験した話がもととなった「伝承」であ

り、この「伝承」は、地域の歴史を紐解く糸口となります。山男の出現した笛吹街道周辺

に、複数のたたら製鉄跡地があることを踏まえると、山男は、製鉄に関係する者だったの

ではないかと考えられます。また、山男を恐ろしい存在として語り広めることで、製鉄地

に部外者を近づかせないようにしたのではないか、とも想像します。今後も、釜石市と連

携を図りながら、当該地域の文化的価値の保全と調和した森林施業を進めていきます。 
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発表要旨 

所属 宮城北部森林管理署 

課 題 名 「平成 20 年岩手・宮城内陸地震」被災地における植樹活動 

発 表 者  杉本
すぎもと

 咲
さき

（造林対策官） 

チーム員  加々見
か が み

 拓
たく

（主事（経営・ふれあい担当））、岩崎
いわさき

 明実
あ み

（主事（経理担

当）） 

チームリーダー 杉本
すぎもと

 咲
さき

（造林対策官） 

アドバイザー 三浦
み う ら

 友
とも

敬
たか

（総括森林整備官） 

１ はじめに 

 平成 20年６月 14日、東北地方の宮城県と岩手県境で発生した「平成 20年岩手・宮城

内陸地震」（マグニチュード 7.2）は、宮城県栗原市と岩手県一関市にまたがる栗駒山東

部の山間地域に大規模かつ多数の崩壊、地すべりが発生しました。 

 被災後、当署では地域の安全・安心を確保するため、民有林直轄治山事業及び国有林直

轄治山事業により森林の荒廃拡大の防止、早期復旧に取り組んできました。 

平成 22年から栗駒の山間地域を多様性のある豊かな森林に再生するべく、「NPO法

人森林との共生を考える会」と当署の共催及び地域と関係機関の協力（後援）を得て被災

地において、植樹活動に取り組んだ経過について報告します。 

２ 取組・研究方法 

 ボランティア植樹活動にあたって、資金の確保（緑の募金助成事業）をはじめとして、

県、栗原市及び地元住民への説明や協力依頼を実施。栗原市、宮城県、耕英地区振興協議

会、栗駒の自然を守る会の後援を得ることができ、初年度開催するまでに至りました。 

 植栽計画として、箇所の選定、植栽樹種の選定、苗木の確保、植栽方法など同会と署及

び、地元栗原市の間で検討しました。また、植樹予定箇所は、残土処理等で整地した礫や

粘土質を多く含む箇所であったため、事前に周辺の植生調査や土壌調査を実施、植穴へバ

ーク堆肥を施肥、ウッドチップで覆うなど植栽方法にも工夫しました。 

３ 結果 

 平成 22年の活動開始から令和６年までの間、継続して 15回の植樹活動を実施しまし

た。参加者はボランティアを含め延べ 900人以上の参加があり、ブナ、コナラ、トチノ

キ等の広葉樹を 3,800 本以上植樹し、また、植栽後は下刈や補植等の保育管理を同会が適

切に実施しています。 

４ 考察・結論 

 この植樹活動が同会との共催により、また、一般からボランティアを募集した植樹活動

として今年で１５回の節目を迎えたことは、国民参加の森林づくりの推進及び森林の再生

活動の普及に大いに貢献したものと推測されます。 

 当署においては、今後も引き続き地域の要望や特性に応じた「国民の森林」として保

全・整備するために、地域と連携して国民参加の森林づくりに取り組んでいきたいと考え

ています。 
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発表要旨 

所属 津軽白神森林生態系保全センター 

課 題 名 冬期間の白神山地周辺での低密度下におけるニホンジカに対する誘引物の効    

     果について 

発 表 者  中和
な か わ

 範
のり

雄
お

（専門官） 

チ ー ム 員  舘山
たてやま

 幸
ゆき

典
のり

（地域技術官） 

チームリーダー  田中
た な か

 宏明
ひろあき

（自然再生指導官）  

アドバイザー  田中
た な か

 邦子
く に こ

（所長） 

１ はじめに 

 白神山地周辺では現在ニホンジカの生息密度は低いものの増加傾向にあります。 

 このため増えすぎて農林業被害や自然植生に影響が出る前にニホンジカの捕獲、駆

除の対策を有効に機能させるため、令和４年７月から１２月にニホンジカの誘引試験

を 5 種類の餌を使って行いましたが、ニホンジカは誘引されませんでした。これは生

息密度が低いためと、周辺に豊富な植生が有るため、また設置した餌が雨で腐敗しカ

ビ等が発生したことで誘引されなかったと思われます。 

 そこで、植生が少なくなり誘引物が腐敗しにくくなる冬期間に塩分・鉄分等を固め

たシカ誘引剤・牧草・ヘイキューブの３種類で誘引試験を行いました。 

２ 取組・研究方法 

 令和６年１月から３月に誘引物を約１ｍ間隔でニホンジカの通り道と思われる場所

に置き、餌に近づいたニホンジカを撮影するために赤外線センサーカメラを立木の地

上１．５ｍの高さに３方向から撮影出来る様３台設置しました。 

 調査地は深浦町大字砂子川国有林３０１２林班ろ２小班、中・大型哺乳類調査でニ

ホンジカが撮影された実績がある箇所で、また冬期間のため誘引物が雪に埋もれたり

濡れたりすることを想定し、最低２週間に１回程度見回るため積雪時でも行ける場所

を選定しました。 

３ 結果 

 今回、調査ではニホンジカは誘引されず撮影されませんでした。 

 主に撮影されていたのはニホンザルで、その他ホンドギツネ、ホンドタヌキ、リ

ス、テン、ハクビシン、ノウサギなどでした。 

４ 考察・結論 

 調査の結果この地点での冬期間のニホンジカに誘引効果は確認されませんでした。

要因としては生息密度がまだ低いことと、誘引物に慣れておらず警戒されているので

はないか、また令和６年１月から３月は例年と比べて暖冬の影響で雪が少なく食べる

物が有ったため慣れない誘引物に近づかなかったのではないかと推察しました。 

 そこで、これまで行ってきた誘引方法や誘引物の見直し、またコストの掛からない

方 法を検討模索した結果、森林総研発表の論文（２０２４年１０月２９日プレスリ

リース）を参考に塩水による誘引調査を行いたいと考えています。 
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発表要旨 

所属 青森県立五所川原農林高等学校  

課題名 ウルシから学んだもの 

発表者 〇対
つし

馬
ま

 健太
け ん た

（森林科学科２年：発表担当） 

     蝦名
え び な

 優
ゆう

弥
や

、杉田
す ぎ た

 旭
あさひ

（森林科学科２年：発表補助） 

１ はじめに 

これまでに先輩方はたくさんの植栽事業に参加して、青森県の林業を盛り上げてきまし

た。令和３年からは、青森県中南地域県民局の「ＴＵＧＡＲＵうるし」造成事業に参加し、

ウルシの植栽を通して森林整備について学びました。これまでに６回の植栽を実施し、延

べ１６８名もの森林科学科の生徒が参加しています。今年の５月には、昨年と同様に弘前

市乳井地区の果樹園跡地で、森林科学科の３年生と２年生の２６名が、１５０本のウルシ

を植栽してきました。 

  

２ 取組・研究方法 

 当初は、ウルシの植栽が目的でしたが、ウルシについて活動しているうちに、小西美術

工藝社のウルシ掻き現場見学、ウルシ材での木工品制作や大野木工さんからのご指導。就

労継続支援型事業所との関わりから林福連携に発展し、これらの活動の中から新しい課題

や活動に取り組んできました。 

 

３ 結果 

ウルシの生産量は目標より少なく、今後も植栽が望まれる。ウルシは、木材生産より短

期間でウルシ掻いて収入を得ることができる。休耕地を利用することで、山村の景観維持

と山地保全に役立つ。ウルシを掻き終えた木材で加工品を製作することにより、森林資源

の有効活用ができる。林福連携により、雇用の創出や林業の担い手不足の解消にもつなが

るなどが分かりました。 

 

４ 考察・結論 

私たちは、12月に 2度、農福連携に取り組んでいる、弘前市の福眞さんと鳴海さんの講

演を聴くことができました。福眞さんは労働力重視、鳴海さんは経営改善と目的は大きく

違いますが、支援施設の利用者さん方を受け入れてリンゴ生産をしていました。福眞さん

は、やがて、岩木山とりんご園と水田がマッチした素晴らしい景観が、このままは見られ

なくなることを危惧し、3 年前に休耕地を購入して現在では６ｈa を所有するリンゴ生産

者になった方です。 

これからも、この活動を継続して林業について学んでいきたいと思います。 
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発表要旨 

所属 山形県置賜総合支庁森林整備課  

課題名 山形県置賜地域におけるクマハギ被害の現状と被害対策資材の比較検討 

発表者 髙
たか

橋
はし

 文
あや

（専門林業普及指導員） 

１ はじめに 

 置賜地域は、山形県の南部に位置し、3市 5 町で構成されています。この地域は、ナラ

枯れ、マツ枯れ等の被害は減少傾向にありますが、クマハギ被害が増加傾向にあります。

クマハギは、消雪直後の 5月頃から 8月頃までに発生すると言われています。クマは、

広葉樹よりスギなどの針葉樹を好み、地際から 1m程度の高さまで剥皮します。クマハギ

被害を受けた針葉樹は、枯死したり、一部が腐食し材価が下がったりするなど、深刻な林

業被害が発生します。置賜地域では、国、県、市町村などの関係団体が協力して、平成

19年度に置賜森林病害虫獣対策協議会を発足し、行政界を超えた森林病害虫獣被害への

対策事業を実施しています。 

 

２ 取組・研究方法 

 協議会の取組みとして、平成 19年度の発足当時からクマハギ被害対策の研修を実施し

ています。令和 5年度は、置賜地域の中でもクマハギ被害の多い高畠町にて、6月に 4種

類の被害対策資材を設置する研修会を開催しました。資材は、樹幹に巻き付けるタイプ

（リンロンテープ、樹皮ガード、ウィリー）と樹幹に塗布する忌避剤（カジランＳ）を設

置しました。併せて、比較対象として、資材を設置した処理木の周辺で無処理のスギを選

定しました。その後、令和 5年 11月と令和 6年 10月に資材の設置状況やクマハギ被害

の有無について調査しました。 

 

３ 結果 

 令和 5年 6月に設置した資材の状況は、令和 5 年 11月の調査では、無処理木 1本でク

マハギ被害が確認されました。一方、クマハギ被害対策を施した処理木はどの資材でもク

マハギ被害は確認されませんでした。なお、処理木にクマハギ被害は見られませんでした

が、樹皮ガードとウィリーについては、約 20％の処理木で資材がはがれていました。原

因は不明ですが、野生動物によるものと考えられます。令和 6年 10月の調査では、調査

前に間伐が実施され、クマハギ被害の調査ができなかったのですが、積雪の影響で、樹皮

ガードはほとんど、ウィリーが一部外れていました。 

 

４ 考察・結論 

 今回の調査では、被害対策資材を設置した場合、どの資材でもクマハギ被害の発生を抑

えることができました。しかし、資材によって、野生動物等からはがされやすいもの、積

雪で外れやすいものもあるようでした。今後は、資材コスト等だけでなく、今回得られた

結果も加味し、クマハギ被害対策を周知していきたいと思います。 
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発表要旨 

所属 藤里森林生態系保全センター・米代西部森林管理署 

課 題 名 ツキノワグマはヒトとの接近リスクを冒してまでスギ形成層を食べたいのか？ 

～クマ剥ぎ発生初期におけるラジオを用いた検証～ 

発 表 者  盛
もり

 一樹
か ず き

（秋田森林管理署湯沢支署総括事務管理官 元藤里センター） 

      吉田
よ し だ

 竜響
り お ん

（藤里森林生態系保全センター 主事） 

三沢
み さ わ

 健
けん

（米代西部森林管理署 森林技術指導官） 

チームリーダー 盛
もり

 一樹
か ず き

（秋田森林管理署湯沢支署総括事務管理官 元藤里センター）  

アドバイザー 山本
やまもと

 毅
つよし

（藤里森林生態系保全センター 所長） 

１ はじめに 

白神山地（秋田県側）におけるツキノワグマによるスギ樹皮剥ぎは、現時点で目立つ

ものは見られません。しかし、2023 年夏季、比較的まとまりのある区域でのクマ剥ぎ

（0.35ha、スギ 267 本の内 76 本剥皮）が確認されました。クマ剥ぎ防除に関する研究

は、テープ巻きや忌避剤、間伐により発生した幹や枝を山側へ集積など多岐にわたりま

すが、本取組では、クマ剥ぎ行動をとる個体数が少ない発生初期においては、テープ巻

きなどの物理的防除策を施さずとも、クマにヒトが近くにいると思わせることで低コス

トにクマ剥ぎを防除できるのではないかと考え、ラジオを用いた検証を行いました。 

２ 取組・研究方法 

0.35ha の実験地の東端にラジオを３台設置し、24 時間放送される NHK ラジオ第一放

送を選択し、無音声時間を防ぐため 10 日に１度電池交換を行い、2024 年４月 26 日か

ら同年９月２日までラジオを鳴らし続けました。ラジオの音量は、ヒトの可聴範囲で概

ね 20ｍ程度でした。ラジオによるクマ剥ぎ防除効果の検証は、実験地内における新た

なクマ剥ぎの有無と、新たなクマ剥ぎの空間的な分布調査によることとしました。 

また、参考データとして実験地内に出現した動物を記録するため、ラジオを設置した

東側３地点及び実験地西側を見渡せる３地点にセンサーカメラを設置しました。 

３ 結果 

実験地における新たなクマ剥ぎは、発生しませんでした。 

４ 考察・結論 

クマ剥ぎが発生しなかった要因は、センサーカメラにクマが２回撮影されていたこと

と、実験地に隣接するスギ人工林を含め、クマの優れた聴力をもってしてもラジオ音声

が聞こえないであろうラジオから約 100ｍ離れた場所まで見てもクマ剥ぎがなかったこ

とから、ラジオの有効範囲によるものとは考えにくいところです。可能性として考えら

れたのは、餌資源です。地元山岳ガイドらによれば、2023 年の白神山地周辺では、ク

マにとって餌資源に乏しい夏季の重要な栄養源である液果類が凶作であったとのこと。

2023年の初夏から夏季にかけて餌資源に困ったクマがクマ剥ぎを行い、2024年は液果

類が豊作であったためにスギ形成層まで食べる必要がなかったのかもしれません。 

今後、餌資源とクマ剥ぎの関係を掘り下げる実験手法も考えつつ、クマ剥ぎ発生初期

地における低コストかつ効率的な防除技術の開発に取組んで参りたいと考えています。 
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発表要旨 

所属 森林総合研究所東北支所  

課題名 ツキノワグマの出没増加の背景 

発表者 〇大西
おおにし

 尚樹
な お き

（動物生態遺伝チーム長） 

     

１ 出没増加の背景 

ツキノワグマの個体数は近年急激に増加しており、人との接触が増え、問題となってい

ます。過去には絶滅が危惧され、保護の対象とされていましたが、現在では個体数の増加

に伴う出没が問題となり、有害駆除の対象となっています。本州全域での有害駆除数は、

1970年代から 1980年代にかけて有害駆除数がピークに達し、その後は減少していまし

た。これは、ツキノワグマの保護活動が活発に行われていた時期と一致します。しかし、

1990年代後半から有害駆除数は再び増加に転じ、近年では過去最高レベルに達していま

す。特に 2004年以降は、北陸や中部地方を中心に大量出没が発生し、人身被害も報告さ

れています。2006 年以降は、有害駆除数が 3500頭を上回る年が頻繁に見られるようにな

り、関係者の意識は保護から管理へと大きく変化していきました。さらに、2016年ころ

を境に駆除数は一段と増加しました。そこで、発表者は 1985年頃から 2003年頃までの期

間を「低密度期」、2006年頃から 2016年頃までの期間を「増加期」、そしてそれ以降を

「高密度期」と呼ぶことを提案しています。この区分は、東北地方の 5県でも同様の傾向

が見られます。なお、この個体数増加の状況は本州に生息するツキノワグマに限ってお

り、四国の個体群は含めておりません。 

東北地方においては、ツキノワグマの目撃件数の月ごとの推移が変化してます。以前は

夏場に目撃件数がピークを迎える「一山型」が一般的でしたが、近年では夏と秋の 2つの

ピークを持つ「二山型」の年が増えてきています。この出没パターンの変化は、上述した

フェーズの変化と関連している可能性も考えられ、今後の更なる検証が必要です。 

 

２ クマハギ垂直伝播仮説 

クマハギの発生メカニズムを解明するために、発表者は共同研究者と共にクマハギの被

害木からクマの体毛を採取し、DNA 分析を行い、クマハギを行う個体を特定しました。

その結果、クマハギを行うのは、特定の「家系」に属する個体であることがわかりまし

た。クマハギという行動は、子グマが母親から教わることで学習されることが示唆されま

した。つまり、母親がクマハギを行う個体であれば、その子供もクマハギを行う可能性が

高く、「クマハギを行う家系」が形成されるのです。一方、母親が行わない場合は、子供

もその行動を学習しないため、「クマハギを行わない家系」が形成されます。また、クマ

はオスは育児に参加しないため、クマハギを行う家系は母系であることがわかります。そ

して、メスは一生を生まれた場所の近くで過ごす性質があるため、クマハギは局所的に発

生し被害範囲がすぐに広がることはないと考えられます。   
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